
平成™�年›月˜Ÿ日 金曜日 (号外第ŸŸ号)官 報

五

第
六
十
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
職
務
上
不
正
な
行
為
を
す
る
よ
う
に
、
又
は
相
当
の

行
為
を
し
な
い
よ
う
に
要
求
し
、
又
は
依
頼
す
る
行
為
に
限
る
。）を
し
た
再
就
職
者

六

第
六
十
五
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
職
務
上
不
正
な
行
為
を
す
る
よ
う
に
、
又
は
相
当
の

行
為
を
し
な
い
よ
う
に
要
求
し
、
又
は
依
頼
す
る
行
為
に
限
る
。）を
し
た
再
就
職
者

七

第
三
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
再
就
職
者
か
ら
要
求
又
は
依
頼
を
受
け
た
隊
員
で
あ
つ
て
、
当
該
要
求
又

は
依
頼
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
職
務
上
不
正
な
行
為
を
し
、
又
は
相
当
な
行
為
を
し
な
か
つ
た
者

第
百
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
百
十
八
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。

一

第
六
十
五
条
の
五
第
二
項
（
第
六
十
五
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
証
人
と
し
て
喚
問
を
受
け
正
当
の
理
由
が
な
く
て
こ
れ

に
応
ぜ
ず
、
又
は
第
六
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
出
を
求
め
ら
れ
正

当
の
理
由
が
な
く
て
こ
れ
に
応
じ
な
か
つ
た
者

二

第
六
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
証
人
と
し
て
喚
問
を
受
け
虚
偽
の
陳
述
を
し
、
若
し
く
は
正
当
な

理
由
が
な
く
て
証
言
を
行
わ
ず
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
出
を
求
め
ら
れ
虚

偽
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
若
し
く
は
写
し
を
提
出
し
た
者

三

第
六
十
五
条
の
五
第
三
項
（
第
六
十
五
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

の
陳
述
を
し
た
者
（
第
六
十
五
条
の
五
第
一
項
の
調
査
の
対
象
で
あ
る
若
年
定
年
等
隊
員
及
び
離
職
の
際
に
若

年
定
年
等
隊
員
で
あ
つ
た
者
並
び
に
第
六
十
五
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
法
第
十
八
条

の
三
第
一
項
の
調
査
の
対
象
で
あ
る
一
般
定
年
等
隊
員
及
び
離
職
の
際
に
一
般
定
年
等
隊
員
で
あ
つ
た
者
を
除

く
。）

第
百
十
八
条
の
三

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
刑
法
に

正
条
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
に
よ
る
。

一

職
務
上
不
正
な
行
為
（
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
す
る
こ
と
若
し
く
は
し
た
こ
と
、
又
は
相
当
の
行
為
を
し
な
い
こ
と
若
し

く
は
し
な
か
つ
た
こ
と
に
関
し
、
営
利
企
業
等
に
対
し
、
離
職
後
に
当
該
営
利
企
業
等
若
し
く
は
そ
の
子
法
人

の
地
位
に
就
く
こ
と
、
又
は
他
の
隊
員
を
そ
の
離
職
後
に
、
若
し
く
は
隊
員
で
あ
つ
た
者
を
、
当
該
営
利
企
業

等
若
し
く
は
そ
の
子
法
人
の
地
位
に
就
か
せ
る
こ
と
を
要
求
し
、
又
は
約
束
し
た
隊
員

二

職
務
に
関
し
、
他
の
隊
員
に
職
務
上
不
正
な
行
為
を
す
る
よ
う
に
、
又
は
相
当
の
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
要

求
し
、
依
頼
し
、
若
し
く
は
唆
す
こ
と
、
又
は
要
求
し
、
依
頼
し
、
若
し
く
は
唆
し
た
こ
と
に
関
し
、
営
利
企

業
等
に
対
し
、
離
職
後
に
当
該
営
利
企
業
等
若
し
く
は
そ
の
子
法
人
の
地
位
に
就
く
こ
と
、
又
は
他
の
隊
員
を

そ
の
離
職
後
に
、
若
し
く
は
隊
員
で
あ
つ
た
者
を
、
当
該
営
利
企
業
等
若
し
く
は
そ
の
子
法
人
の
地
位
に
就
か

せ
る
こ
と
を
要
求
し
、
又
は
約
束
し
た
隊
員

三

前
号
の
職
務
上
不
正
な
行
為
を
す
る
よ
う
に
、
又
は
相
当
の
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
要
求
し
、
依
頼
し
、
又

は
唆
し
た
行
為
の
相
手
方
で
あ
つ
て
、
同
号
の
要
求
又
は
約
束
が
あ
つ
た
こ
と
の
情
を
知
つ
て
職
務
上
不
正
な

行
為
を
し
、
又
は
相
当
の
行
為
を
し
な
か
つ
た
隊
員

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
て
、
隊
員
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る

隊
員
に
類
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
契
約
等
事
務
に
関
し
、
職
務
上
の
行
為
を
す
る
よ
う

に
、
又
は
し
な
い
よ
う
に
要
求
し
、
又
は
依
頼
し
た
者
（
職
務
上
不
正
な
行
為
を
す
る
よ
う
に
、
又
は
相
当
の

行
為
を
し
な
い
よ
う
に
要
求
し
、
又
は
依
頼
し
た
者
を
除
く
。）

二

第
六
十
五
条
の
十
一
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
防
衛
大
臣
補
佐
官
」
を
「
防
衛
大
臣
政
策
参
与
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
見
出
し
を「（
職
務
の
級
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
事
務

官
等
並
び
に
」
を
削
り
、「
職
務
の
級
」
の
下
に
「
又
は
一
般
職
給
与
法
別
表
第
十
一
に
定
め
る
号
俸
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
防
衛
大
臣
補
佐
官
」
を
「
防
衛
大
臣
政
策
参
与
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
条
第
五

項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
第
八
条
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を「
同
条
第
六
項
」に
、「
同

条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
、「
及
び
第
十
項
」
を
「
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七

項
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
次
条
」
を
「
次
条
第
二
項
」
に
、「
第
八

条
第
六
項
」
を
「
第
八
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
八
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
を
「
第
八
条

第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
一
般
職
給
与
法
別
表
第
十
一
又
は
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
職
員
」
を「
自
衛
官
」

に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
同
表
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

一
般
職
給
与
法
別
表
第
十
一
の
適
用
を
受
け
る
事
務
官
等
の
号
俸
は
、
国
家
行
政
組
織
に
関
す
る
法
令
の
趣
旨

に
従
い
、
及
び
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
分
類
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
か
つ
、
予
算
の
範
囲

内
で
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
決
定
す
る
。

第
九
条
中
「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
受

け
る
号
俸
に
応
じ
た
額
又
は
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
防
衛
大
臣
補
佐
官
」
を
「
防
衛
大
臣
政
策
参
与
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
防
衛
大
臣
補
佐
官
」
を
「
防
衛
大
臣
政
策
参
与
」
に
、「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
管
理
職
員
」」を
「
管
理
監
督
職
員
」」に
、「
管
理
職
員
等
」
を
「
管
理
監
督
職
員
等
」
に

改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
防
衛
大
臣
補
佐
官
、
自
衛
官
候
補
生
」
を
「
防
衛
大
臣
政
策
参
与
、自
衛
官
候
補
生
」

に
、「
受
け
る
職
員
（
常
勤
の
防
衛
大
臣
補
佐
官
、」を
「
受
け
る
職
員
（
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
の
二
及
び
第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
防
衛
大
臣
補
佐
官
」
を
「
防
衛
大
臣
政
策
参
与
」に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
中
「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

次
条
及
び
附
則
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
国
家
公
務
員
法
の
目
次
の
改
正
規
定（「
第
七
款

幹
部
候
補
育
成
課
程
（
第
六
十
一
条
の
九
e

第
六

十
一
条
の
十
一
）」に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
同
法
第
三
章
第
二
節
に
二
款
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
節
第
七
款

に
係
る
部
分
に
限
る
。）
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す

る
日

三

第
一
条
（
国
家
公
務
員
法
第
百
六
条
の
八
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
六
条
の
十
第
三
号
の
改
正
規
定
及

び
同
法
第
百
六
条
の
十
四
第
五
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）、
第
三
条
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関

す
る
法
律
第
二
十
四
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
四
項
中
「
第
六
項
」
を
「
次
項
」
に
改
め
る
部
分
、
同
条
第
五
項

を
削
る
部
分
及
び
同
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
部
分
に
限
る
。）に
限
る
。）及
び
第
十
七
条
並
び
に
附
則
第

八
条
、
第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日

（
準
備
行
為
）

第
二
条

内
閣
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
法（
次
条
及
び
附
則
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て「
新

国
家
公
務
員
法
」
と
い
う
。）第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以

外
の
部
分
及
び
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
並
び
に
第
七
十
条
の
五
第
二
項
の
政
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
施

行
日
前
に
お
い
て
も
、
人
事
院
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て

「
新
一
般
職
給
与
法
」
と
い
う
。）第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
施
行
日
前

に
お
い
て
も
、
人
事
院
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
新
一
般
職
給
与
法
第
八
条
第
一
項
の
職
務
の
級
の
定
数
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
施

行
日
前
に
お
い
て
も
、
人
事
院
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
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